別記様式第１号（第６条関係）　　　　（表）
年　　月　　日

　関市長　様

関市雨水貯留施設設置助成金交付申請書

　関市雨水貯留施設設置助成金の交付を受けたいので、関市雨水貯留施設設置助成金交付要綱第６条の規定により、関係書類を添付して申請します。また、雨水貯留施設に関する遵守事項を遵守します。
	申請者
	住所又は所在地
	

	
	氏名又は名称

及び代表者名
	印　

	
	電話番号
	

	設置場所
	関市
（上記の住所又は所在地と同じときは記載不要です。）

	建物の種類
	□自宅　□工場・事務所・店舗　□借家・アパート　□その他（　　　　）

	雨水貯留施設の種類等
	浄化槽転用貯留槽
	容量　　　㎥、　　人槽、□合併処理、□単独処理

	
	雨水貯留槽（市販）
	容量　　　㎥、　　基

	交付申請額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	設置等予定年月日
	開始予定　　　　年　　月　　日、完了予定　　　　年　　月　　日

	施工予定者（業者を依頼する場合）
	住所又は所在地

氏名又は名称
電話番号　（　　　　　）　　　　－


　関係書類　

　　（１）　位置図

　　（２）　建物の配置図に雨水貯留施設の設置箇所を示した図面

　　（３）　雨水貯留施設の設置予定箇所の現況写真

　　（４）　雨水貯留施設の構造図

　　（５）　工事、資材見積書の写し（自己施工の場合、工事費、諸経費を除く）
　　（６）　所有者の同意書（占有者による申請の場合に限る）

　　（７）　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏）
雨水貯留施設の管理に関する注意事項
１　申請者は、雨水貯留施設の設置目的に沿った機能を発揮させるため、点検及び清掃の維持管理を行い、それに要する費用は自己負担となります。
（１）　土砂、ごみ等が堆積したときは、取り除いてください。

　（２）　排水ポンプ等の定期的な点検を行ってください。

（３）　大雨が予想される時は、雨水貯留施設内を空にしてください。
２　申請者は、市が必要に応じて雨水貯留施設の状況調査を行い、指導及び助言することに協力ください。

３　工事完了後、雨水貯留施設自体の変形、破損、浮き上がりその他の異常から事故又は問題が生じても、市はその責を負わないものとします。

４　申請者は、雨水貯留施設が廃止されない限りにおいて、その保全に努めてください。

５　雨水貯留施設の目的・機能を良好に保つため施設の補修を要する場合は、速やかに処置してください。

　
